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卒業生のみなさん。卒業おめでとうございます。

小学校生活６年間は、楽しい思い出がいっぱい詰まっていることでしょう。６年間が

んばったことは、今後のみなさんの大きな土台になります。中学校では、更に自分で考

え、行動する力が必要になっていきます。これからも、元気いっぱい勉強に運動にがん

ばってください。

みなさんの卒業のお祝いに 一つの詩を贈ります。

自分の一歩 宮澤章二

いま わたしの踏みしめる一歩は 自分の目標を定めて歩き出したのだから

だれか他の人の一歩ではない 自分の一歩をしっかりと信じて進もう

わたしの足が地上に刻む一歩は その決意が 最後まで歩く力を生む

いつでもわたし自身の一歩なのだ

他の人より一歩先を歩くからといって 出発点には‘人生，など まだない

他の人より優れているとは限らない 到着点にこそ わが‘人生，はあるのだ

他の人より一歩後を歩くからといって 歩きつづけ生きぬいた

他の人より劣っているとは限らない 尊い証明として

令和になってから、日本中が、我慢と苦

労の連続でした。学校での活動も様々制限

がふえましたが、みなさんは常に前向きに

努力しながら友だちを大切にし、クラス全

体のことを考え行動してきました。運動会

や修学旅行もみなさんの努力と工夫で、実

行することができました。

これからも友達や家族、自分たちを支え

てくれる人々を大切にしながら、夢や目標

に向かって一歩一歩、確実に進んでいって

ください。吉野小の先生たちは、いつもみなさんを応援しています。

そしていつまでも、春の日差しのようにあたたかく、優しい人でいてください。

卒業生のみなさん 今日までありがとう。
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